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５月２６日（土）、京都教育文化センターにて平成１９年度京臨技定期総会を開催した。総会終了後に川端

丸太町の新事務所へ移動し披露会を行い、その後再び京都教育文化センターに移動して新事務所披露祝賀会を

開催した。 
 
平成１９年度京臨技定期総会は、３３名の会員出席（委任状参加４

５６名）のもと、平成１８年度の事業報告および決算報告、平成１９

年度の事業計画および予算などを提案し可決された。湯浅会長は、会

の活動をさらに充実させるとともに、事務所を構えたことによって財

政負担が増えるため、経費の削減について取り組まなければならない

ことを強調し、昨年度に引き続き「仏語圏アフリカ臨床検査技術コー

ス」への協力などを今年度の抱負とした。 
総会終了後に、新事務所の披露会を開催し、多数の参加者で事

務所は熱気に包まれた。 
再び京都教育文化センターに会場を移し、新事務所披露祝賀会

を開催し、賛助会員を代表して京都和光、シスメックス京都支店

の両社より祝辞をいただいた。簡素な祝賀会であったが、通称「ア

ロハ兄弟」の異名をとる芦田副会長、林（孝）理事のコーナー司

会によるビンゴ大会などで盛り上がった。 
新事務所は２０名程度の会議や研修会が開催できる広さがあり

ます。技師会業務での使用が優先されますが、その他の目的での

利用も可能ですので、積極的にご利用ください。 

◆ 平成１９年度定期総会・新事務所披露祝賀会 

◆ 会費からみる平成 19 年度の京臨技活動計画 

◆ 京臨技研修室利用規約 

◆ 研修会報告 

◆ 行事予定 

◆ 理事会議事録（第１１回、第１２回） 
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《会費からみる平成 19年度の京臨技活動計画》 

 毎年納めていただいている年会費 15,000 円は、日臨技 10,000 円、近臨技 300 円、京臨技 4,700 円に分

配されます。一人当たりの京臨技の会費（4,700 円）を平成 19 年度予算に照らし合わせてみると、事業費

1,488円(39%)、管理費2,533円(54%)、

その他 323 円(7%)となります（図１）。 

管理費には、総会の議案書や会

場・講師費用、理事会等の会議費、

新事務所の家賃や事務委託費、配布

物の通信費などが含まれます。 

事業費は①衛生思想・啓発事業費

（「くらしと健康展」や京都府医療推

進協議会など、府民への衛生思想普

及）152 円(8%)、②研究および講習

会事業費（研究班活動など）728 円(39%)、③精度

管理事業費 355 円(19%)、④会誌事業費（会誌・会

報）609 円(33%)に分類されます（図２）。 

その他には、固定資産（什器備品等の購入）や

予備費などを含みます。 
 事務所を構えたことによって財政負担が増えま

すが、会を益々発展させていくために積極的な活

動を推進していきます。今年度の予算計画では研

究および講習会事業費に会員一人あたり 728 円を

費やす計算となるので、『元をとる』つもりで（？）、

みなさまの積極的な研修会や実技講習会等への参

加をよろしくお願いします。 

COMMENTARY 解 説 

平成19年度予算

事業費,  \1,844 管理費,  \2,533
その他,

 \323
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平成19年度予算・事業費内訳

①衛生思
想・啓発事
業費,  \152

③精度管理
調査事業費,

\355

②研究およ
び講習会事
業費,  \728

④会誌事業
費,  \609

事務局員常駐化について 

京臨技の川端丸太町事務所に事務局員の山方けい子さんに常駐していただき、総務や会計業務

などの会務サポートを依頼しています。 

新入会希望や所属変更、その他京臨技に関することは遠慮なくお問い合わせ下さい。 

 

●時 間：水曜日を除く平日の午後（13時～17時） 

但し、理事の施設などへ外出中の場合もあります 

●連絡先：TEL・FAX 075-752-5090    

e-mail : mbox2@kyoto-amt.js-md.net 

■なお、問い合わせ内容によって即答できない場合もあります。担当理事等と協議の上、速やか

な対応をして参りますので、ご協力をよろしくお願い致します。 

（図１） 

（図２） 
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京臨技研修室利用規約 

平成 19 年 4 月 1 日 

 

京臨技研修室は、事務所に併設した会員のため研修室です。お気軽に御利用下さい。研修室の

利用規約は以下の通りです。詳しくは事務局員までお問い合わせ下さい。  

 

1. 利用条件 

(1) 京臨技の活動で、京臨技会員等が利用する場合 

(2) 京臨技に直接的に関係しないが、医療に関わる活動で、京臨技会員等が利用する場合 

(3) 京臨技に直接的に関係しないが、医療に関わる活動で、京臨技会員以外の人のみが利用する

場合 

(4) 医療に関係のない活動で、京臨技会員等が利用する場合 

※ (1)以外の利用については、三役（会長、副会長、事務局長）の事前承認を要します。 

※ 利用決定後または利用中においても、利用申込書記載の利用目的に反した場合や事務所・研

修室の管理、運営上不適当と判断された場合等は、利用を取消し又は中止させて頂くことがあり

ます。 

2. 利用時間 

９：００～２１：００ 

3. 利用料金 

(1),(2)：無料、(3),(4)：1 時間 1,000 円 

4. 申し込み方法 

・ 所定の利用申込書に必要事項をご記入の上、事務局へメールまたはＦＡＸにてお申し込み下さ

い。 

・ 利用の予約は、(1)の場合は利用希望日の６ヶ月前の月初めから、(1)以外の利用は希望日の１

ヶ月前の月初めから受け付けます。 

5. その他 

・ コピー機の利用は 1枚 10 円です（(1)以外で利用の場合） 

・ FAX の利用は通信料実費をいただきます（(1)以外で利用の場合） 

・ 事務所内は禁煙です 

・ 机・椅子等のレイアウト変更された場合、現状に戻してから退室ください 

・ 駐車場はございませんので、近隣の有料駐車場をご利用ください 

 

 

 

 

 

※利用申込書は京臨技ホームページからダウンロードできます 

(社)京都府臨床検査技師会 
〒606-8395  京都市左京区東丸太町９番地の１
マンパワービル3Ｆ 
 TEL・FAX 075-752-5090 
e-mail :mbox2@kyoto-amt.js-md.net 
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 病理細胞 06-062

日時：平成 19 年 03 月 03 日（土）（14：00～18：00；

天理北洋詰所 4階総合会議室） 

日時：平成 19 年 03 月 04 日（土）（09：00～12：00；

天理北洋詰所 4階総合会議室） 

参加人数：34（9）人 分類：C-74-20 点  

主題：病理・細胞診関連システムについて 

講師：豊田 祐一 氏（浜松ホトニクスシステム事

業部基礎第一グループ） 

主題：病理医から見た病理検査室 

講師：笹井 孝彦 先生（奈良県立医科大学病理診

断学講座） 

主題：乳腺腫瘤穿刺吸引細胞診 

副題：乳管内病変および乳頭上病変の細胞所見 

講師：南雲サチ子 技師（大阪府立成人病センター） 

主題：症例検討会 ピットフォールに陥った症例 

副題：婦人科 

講師：安達博成技師（奈良市総合医療検査センター） 

副題：呼吸器 

講師：池 寛子 技師（奈良県立医科大学病院） 

副題：泌尿器 

講師：江口 光徳 技師（宇治徳洲会病院） 

副題：体腔液 

講師：辻野 秀夫 技師（奈良県立奈良病院） 

副題：唾液腺 

講師：大橋 功 技師（天理よろづ相談所病院） 

副題：その他 

講師：黒川聡技師（国立病院機構京都医療センター） 

 

3 月 3 日 

 講演 1では病理・細胞診関連システムの話がされ

た。おもに組織像、細胞像の画像デジタル化の話が

あり、興味深い話であった。デジタル画像として扱

うシステムは数社から出ているが、これらを利用す

ることにより、病理、細胞診領域の業務というのが

大きく変わっていく時代になるのではないかと感

じられた。 

 講演 2 では講師の経験をもとに現在の医療状況

を鑑み、病理検査室にて行われる取り組みのいくつ

かの事例を紹介していただいた。医療機能評価機構

受診の経験や、院内電子カルテ化を経験して、病理、

細胞診部門でどのように取り組み、経験をされたか

という事を示していただき、参考になった。医療を

取り巻く状況はどんどん変わっていくため、我々も

色々考えていくべきであろうと思われた。 

 教育講演では乳腺細胞診で演者の長年にわたる

経験、研究に基づいた所見の見方、考え方を教えて

いただいた。次の日からでもルーチンに使用できる

ポイントであり、今後の業務に生かせる非常に有益

な教育講演であった。今後も引き続き演者には多く

のことを学ばせていただきたいと感じた。 

 

3 月 4 日 

 症例検討会として 6人の演者に「ピットフォール

に陥った症例」ということで症例を示していただい

た。婦人科、呼吸器、泌尿器、体腔液、唾液腺、そ

の他という領域ごとに症例を示していただき症例

の検討を行った。間違った症例を出すということは

講師の方々も勇気のいることであるが、それを反省

材料にし、みんなで共有してお互いに知識を深める

目的で出していただき、大変勉強になった。今後も

このような勉強会を継続して行って欲しいと考え

る。 

  

平成 19 年 03 月 17 日報告：江口 光徳  

 

 血液 06-047 

日時：平成 19 年 03 月 03 日（土）（14：00～17：00；

キャンパスプラザ京都） 

参加人数：39（39）人 分類：C-28-15 点 

  

主題：実践血液形態講座 

副題：楽しく形態検査を学ぼう 2 

REPORT 研修会報告 
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講師：血液研究班班員（京都大学医学部附属病院、

京都医療センター、京都府立医大病院、京都第二赤

十字病院、済生会京都府病院、京都桂病院、京都微

生物研究所、京都民医連中央病院、いかがく） 

 昨年は平日 3日間で行いましたが、遠方から来ら

れている方を含め、講師担当者も大変であった為、

今年は 1 日終日で顕微鏡を使用した実技（25 人の

参加者に対して 5班に分けて行う）と基礎的な形態

学実習の心得と MDS の形態について講演を行った。

昨年も参加された方を含めて、基礎的な形態の習得

ならびに白血病、MDS、HPS、癌の骨髄転移等他種類

の標本を準備し、学習して頂いた。 

「もっと回数を増やして欲しい」、「初級、中級とか

に分けて欲しい」等意見も寄せられたが、大多数の

方は満足された。  

平成 19 年 03 月 13 日報告：志賀 修一

 

 北部学術 06-059  

日時：平成 19 年 03 月 07 日（水）（18：45～20：00；

舞鶴市西駅交流センター） 

参加人数：18（12）人  分類：C-76-10 点 

主題：絵で見る免疫学「ウイルスと宿主の攻防」 

講師：高木 淳 氏（アボットジャパン株式会社） 

後援：アボットジャパン株式会社 

 

 今回で 6年連続のシリーズ研修会。今回のキーワ

ードはケモカインレセプター、レトロポゾン、エピ

ジェネティクスです。レトロポゾンは宿主の DNA に

自らの遺伝子を組み入れて自ら増殖します。多重・

多型を導き人類がここまで進化してきたのもレト

ロポゾンによるところが大きく、人の遺伝子には少

なくとも 20 種類のレトロポゾンが存在するといわ

れています。HIV自身もレトロポゾンそのものです。

CD4 と HIV の結合は、HIV が CD4 レセプターに接近

してひも付きケモカインを出し CD4 細胞膜へ融合

することから始まります。核内に入った HIVDNA は

エピジェネティクス（DNA の変異を伴わずに DNA の

メチル化 or たんぱく質のアセチル化が起こる現

象）＝この場合はエピジェネティクスでもｱｾﾁﾙ化が

起きている方の場所を選んで HIV プロウイルスを

完成させます。HIV の感染した CD4T 細胞は全体の

わずか 0.1%程度ですが、この感染細胞が FAS を出

させるサイトカインを産生して非感染 CD4 細胞に

FASを産生させ自らをアポトーシスに追い込みます。

感染細胞はわずかですが CD4 の激減が起こるのは

このためです。HIV 治療は中断すると HIV が爆発的

に増殖します。これは休眠中の T細胞に潜んでいる

HIV が反撃してくるためで、それをエピジェネティ

クスを利用して押さえ込む最新の薬も開発されて

きています。風症状の感染初期段階で早く感染を見

つけ、新薬剤でたたき込む。これが治療の基本です。

レトロポゾンによる多型の話についで「人間は個性

豊かで同じ人はいない。だからかけがいのない人生

が送れる」という話まで出て、ウイルスの進化とい

うロマンチックで気の遠くなるような時空を越え

たお話を聞き、生命体と命の不思議に興奮した二時

間が過ぎました。みんなで 7回目を楽しみにしてい

ます。  

平成 19 年 03 月 23 日報告：四方 学

 

 微生物 06-060  

日時：平成 19年 03月 17日（土）（14：00～18：
00；京都府立医科大学基礎医学学舎 第二実習室） 
参加人数：26（26）人 分類：C-80-15点  
主題：最近の寄生虫症の診断 
講師：山田 稔 助教授（京都府立医科大学大学院

寄生虫病態講座） 
 

 日本における寄生虫感染症は一時減少していた

が、海外旅行の増加や海外からの寄生虫感染者の入

国、免疫抑制剤投与による寄生虫症の顕著化等によ

り、日本でもしだいに増加傾向にある。寄生虫感染

症の迅速かつ的確な診断が重要な感染対策につな

がる。 
1.講義内容 
１.新興・再興・日和見原虫症 
2.診断の困難な幼線虫移行症 
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3.最近増加している無鉤条虫症 
4.当教室の経験した寄生虫症 
5.当教室の経験したマダニ刺咬症 
6.主な吸虫線虫 
 上記の寄生虫感染症について最近の動向、鑑別の

ポイントや染色法、症例などを呈示していただいた。 
 今まで日本国内で広節裂頭条虫と言われていた

条虫は遺伝子検査の結果、北米の広節裂頭条虫と違

った種であり、日本海裂頭条虫と新たに位置づけら

れた。今まで広節裂頭条虫と報告されていたものは、

日本海裂頭条虫の可能性が高いが、ホルマリン固定

された虫体では遺伝子検査が不可能であり過去の

検証をすることができない。遺伝子検査により今後

も寄生虫の分類が変更される可能性があり、常に新

しい情報を収集していかなければいけない。 
2.実習 
 以下の材料から各自標本を作製し、鏡検を行った。 
・赤痢アメーバ 栄養型、シスト  
・大腸アメーバ シスト 
・ランブル便毛虫 
・横川吸虫卵 
・肝吸虫卵 
・無鉤条虫卵 
 今後も寄生虫症診断の為に定期的に実習を行い、

寄生虫の出現に備えておく必要があると考えられ

た。 
  

平成 19年 03月 28日報告：山田 幸司   

 

 臨床化学 06-061  

日時：平成 19年 03月 20日（火）（18：30～20：
30；京都保健衛生専門学校 102教室） 
参加人数：14（9）人  分類：C-79-10点  
主題：汎用機における CRP 高感度測定とその臨床
的意義について 
講師：山崎 忠 氏（デンカ生研株式会社 臨床試

薬部） 
協賛：デンカ生研株式会社 
 
 CRPは 1930年Tillet & Francisにより発見、206
個のアミノ酸からなる分子量 23kDa のサブユニッ
トの 5量体の急性期反応物質、体内の半減期は 19h
高感度 CRP は冠動脈性心疾患の危険因子で他のマ
ーカーとの併用で、効果的な予測が可能。動脈硬化

層の形成に CRP が直接関与している可能性がある。 
 高感度 CRP に求められる性能は、新生児感染症
診断；検出限界 0.2mg/L、1.0mg/L 以下の高感度

測定が必要(西田らの報告より)  
 虚血性心疾患危険因子 ; 測定精度 0.3－
1.0mg/L, C.V.<10% (米国心臓病学会/疾病対策ｾﾝﾀｰ 
Scientific Statement より )、米国食品医薬品局
（FDA）hsCRP規格、定量限界（LOQ）が 1.0mg/L
以下 
 心血管疾患における CRP 利用に関する

CDC/AHA ガイドライン；CRP を心・血管疾患の
リスクの独立したマーカーとして使用することを

推奨。 
 包括的リスク評価により中程度のリスク(10年後
に冠動脈疾患を発症するリスクが 10-20%)とされ
た人に対して、hs-CRP測定が推奨される。 
 hs-CRP測定は 2回、望ましくは 2週間あけて行
い平均を取る。CRP が 10mg/L(1mg/dL)より高い
場合は、測定を繰り返すとともに炎症の原因(心・
血管疾患以外の病因）を調査すること。 
 hs-CRP測定結果はmg/Lで報告。  

平成 19年 02月 27日報告：荻野 和大

 

 臨床化学 07-001   
日時：平成 19年 04月 24日（火）（18：30～20：
30；京都保健衛生専門学校視聴覚教室） 
参加人数：18（13）人  分類：C-10  
主題：腎機能検査の最近の話題 
副題：低分子蛋白を中心に 

講師：佐久間 誠 氏（栄研化学株式会社マーケテ

ィング推進室第二部） 
協賛：栄研化学株式会社 
 
腎機能の評価 : 腎機能検査(RPF,GFR,尿細管機能
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検査)と腎機能マーカーの有用性 
1、尿蛋白測定ガイドライン 2003 年から、日本に
おける人工透析の現状とβ2M値による透析療法の
評価 
2、尿細管ﾏｰｶｰとしてのα1M：その有用性と検体
pH の対する安定性について(酸性尿においてβ2M
は分解され低下する) 
3、糖尿病性腎症の早期診断への尿中 Alb測定の有
用性・腎症の病期分類と日本糖尿病学会における

アルブミン尿の診断基準について 
4、早期 GFR マーカーとしての Cys-C : 腎機能の

GFRによる評価と、慢性腎臓病 CKDの定義、病期
分類について・GFR 測定物質の条件と腎クリアラ
ン ス 法 (Ccr,Cin,Cthio) 、 内 因 性 物 質 (Cre, β
2M,Cys-C)の血中濃度による推算 その測定法と
問題点 
Cys-Cの特性〔内因性 GFR物質の中で BEST〕と
慢性腎臓病における位置づけ、そして今後の課題 
プロジェクト「日本人の GFR 推算式」：2007 年 5
月開催の日本腎臓学会にて発表予定  

平成 19年 04月 24日報告：下川原 えり

 

 生理 07-002  
日時：平成 19年 05月 19日（土）（15:00～19:00;
京都保健衛生専門学校） 
参加人数：15（9）人  
主題：心電図研修会 
副題：初級編  
講師：増田 信弥 技師（京都民医連中央病院） 
 
 今回は心電図初級編ということであったが、経験

年数に関係なく受講者にとって非常に内容のある

講義だった。心電図の基礎はもちろん、それ以外に

以下のようなポイントを押さえた内容で講義が行

なわれた。 
・心電図検査で大切なこと 

・緊急報告を要する心電図 
・心電図の見方 
・緊急時の対応（BLSなど） 
 心電図を読影する前に、機器の原理や操作方法を

熟知し、正確できれいな記録を心掛けること。そし

て、異常時には的確に対処することの重要性を再確

認した。心電図は非侵襲的で簡単に患者の状態を把

握できるもの。それゆえに緊急を要する心電図を見

たときには早い対応が必要である。現場で役立つ心

電図を取り上げて詳しく講義していただいた。そし

て最近注目されている ACLS にもふれ、緊急時の
対応を確認した。  
 

平成 19年 05月 19日報告：米澤 英伸

平成１９年「能登半島地震」義援金について 

ホームページ、メールマガジンで案内していた、平成１９年「能登

半島地震」義援金の募集を５月末で締め切りました。 
○一般会員からの寄付   6,771円 
○京臨技会計より     50,000円 

合計 56,771円を京臨技からの義援金として日臨技に送付し、活用し
ていただきます。 
京臨技でも激甚災害に指定された 2004年の台風 23号（京都府では

死者、行方不明者 12 人、床上・床下浸水が約 1,100 棟。 舞鶴市の由
良川付近では国道 175 号が冠水、渋滞で止まっていた観光バスが立ち
往生、37 人がバスの屋根の上で一夜を明かし救助された）で、日臨技
より義援金を受けています。 
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一般分野【研修会】07-006 
日時：平成 19 年 07 月 04 日（水）18：30～19：30 

会場：京都保健衛生専門学校 

座長：薬真寺 香奈 技師（京都第二赤十字病院） 

主題：一般検査基礎講座 3尿沈渣検査（上皮細胞類） 

講師：佐伯 仁志 技師（ＮＨＯ京都医療センター） 
 
生理分野【研修会】07-010 
日時：平成 19 年 07 月 05 日（火）18：30～20：00 

会場：京都保健衛生専門学校 

座長：中野 敏夫 技師（京都桂病院） 

主題：最近のスパイロメトリについて 

～日本呼吸器学会編集スパイロメトリハンドブック（5

月発刊）から、最近のプライマリケアにおけるスパイ

ロメトリの検査の現状について～ 

講師：鳥飼 浩 氏（日本光電株式会社） 

主題：海外におけるスパイロメトリの状況 

講師：倉橋 宗重 氏（日本光電株式会社） 

協賛：日本光電株式会社 

 

輸血分野【研修会】07-012 
日時：平成 19 年 07 月 07 日（土）09：00～17：00 

会場：京都保健衛生専門学校 

座長：相田 幸雄 技師（京都南病院） 

主題：輸血検査実技講習会 2 

講師：小黒 博之 技師（オリンパス株式会社） 

協賛：オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス

株式会社 

 

細胞分野【研修会】07-015 
日時：平成 19 年 07 月 07 日（土）14:00～17:00 

会場：京都府立医科大学附属病院病院病理部 

座長：黒川 聡 技師（ＮＨＯ京都医療センター） 

主題：IAC 試験対策 

講師：黒川 聡 技師（ＮＨＯ京都医療センター） 

 
一般分野【研修会】07-007 
日時：平成 19 年 07 月 18 日（水）18：30～19：30 

会場：京都保健衛生専門学校 

座長：吉岡 あさみ 技師（ＮＴＴ京都病院） 

主題：一般検査基礎講座 4尿沈渣検査（異型細胞） 

講師：佐々木 正義 技師（市立吹田市民病院） 

 

微生物分野【研修会】07-016 
日時：平成 19 年 07 月 20 日（金）19:00～21:00 

会場：京都ぱるるプラザ 

座長：小野 保 技師（京都第二赤十字病院） 

主題：クロストリジウムディフィシルキット『TOX A/B 

QUIK CHEK』について 

講師：相楽 弘文 氏（日水製薬株式会社 マーケテ

ィング戦略部） 

主題：C. difficile 腸炎の臨床と検査 

座長：国広 誠子 技師（山口県立総合医療センター） 

協賛：日水製薬株式会社 

 
生理分野【研修会】07-014 
日時：平成 19 年 08 月 04 日（土）15：00～17：00 

会場：京都保健衛生専門学校 視聴覚教室 

座長：西村和司技師（医療法人財団康生会 武田病院） 

主題：超音波検査研修会 

演題：超音波基礎研修 

講師：大同 和也 氏（東芝メデイカルシステムズ株

式会社） 

協賛：東芝メデイカルシステムズ株式会社 

 

血液分野【研修会】07-017 
日時：平成 19 年 08 月 24 日（金）16：00～20：00 

日時：平成 19 年 08 月 25 日（土）10：00～17：00 

会場：京都リサーチパーク 4号館 

座長：志賀 修一 技師（京都大学医学部附属病院） 

座長：由木 洋一 技師（京都府立医科大学附属病院） 

主題：DIC・血栓症における凝固線溶マーカーの臨床的

意義 

講師：岡本好司 講師（産業医科大学医学部第一外科） 

主題：症例から学ぶ DIC の臨床と血液検査 

講師：朝倉 英策 准教授（金沢大学医学部附属病院

高密度無菌治療部） 

共催：第一化学薬品、シスメックス、ロシュ・ダイア

グノスティクス、三菱化学メディエンス、和光純薬、

日水製薬、エムシーメディカル 

行事予定 
最新の予定はホームページで 

ご確認ください 
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平成 18 年度第１１回定例理事会議事録 
 

日 時 ： 平成 19年 4月 12日（木）18:30～20:30 
場 所 ： 京臨技川端丸太町事務所 
司 会 ： 今井 
議事録署名人：林 雅弘、今田尚文 
出席顧問： 田畑 
出席理事： 湯浅 今井 白波瀬 芦田 石澤 荻野 江見 

丹羽 林（雅） 豊山 廣瀬 大田 佐々木 若栗 

小原 今田 
出席事務局員：山方、委任状出席: 白井、石澤、欠席理事:林(孝) 
 
１．【報告事項】 
◎ 会長行動報告 
１）日臨技関係  
・3月 24日(土) 平成 18年度第 2回定期総会 
 資格審査委員にて出席 
 日臨技は公益法人を目指す方向で進んでいるが各都道府県技

師会は、全て公益法人で無くても良い考えである。 
２）近臨技関係 
・４月６日（金）近畿医学検査関連学会合同開催協議会 
 於：ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ大阪   
・４月７日（土）第 2回近畿医療フォーラム 
 於：ホテルグリーンプラザ大阪 参加者 136名 
 京都より参加された糖尿病療養士の方は点数が入りますので、

自己申告してください。近臨技より参加者名簿が届きます。 
・4月 11日（水） 近臨技理事会 今井副会長より報告 
 近臨技の法人化について、別紙にて 7点報告 
３) 京臨技関係 
・4月 11日(水) 京都保健衛生専門学校入学式（代理石澤部長） 
４）日臨技共有化事業  
・京都から 2つの基幹施設（京都大学医学部附属病院、京都府
立医科大学附属病院）を登録し共有化事業実施に向けて会議が

開催される(4/21) 
・メタボリックシンドローム対策 
 
◎ 理事報告 
○荻野学術部長 
・3月 20日 臨床化学研修会（高感度ＣＲＰについて） 
・4月 11日 近臨技理事会 大阪府臨床検査技師会事務局 
・4月 11日 近臨技学術部部会 同 
 近畿研修会の申請と報告について 
 各府県の分野長リストの提出（4月中） 
 近畿分野長の選出（5月中） 
 京都の分野長を 4月末までに決める 
 管理運営は今井副会長 
○小澤総務部長 
・平成 19年度京臨技定期総会委任状 ８４通 
 新事務所披露祝賀会出席会員数 10名、 賛助会員数 ４名 
○江見理事 
・4/9現在の会員数は 934名（新・再入会 46名含む） 
○林孝理事 
・19年度より生涯教育研修制度変更予定（別資料あり） 
○豊山理事 
・4/3 第 42回京都病院学会 第 3回実行委員会出席 
 一般演題の座長 6名、準備委員 4名無事決定しました 
 座長を湯浅会長より、芦田副会長に変更 
○芦田副会長 

 救急講習会は日赤が 4月より全国的に AED講習会に変更 
 京臨技の救急研修会も AED講習会に変更 
 1回 4時間:費用 1500円自己負担 
○佐々木理事  
 会誌広告掲載依頼 
 
２．【議題】 
（承認事項） 
1) (株)アテストホームページの京臨技ホームページからリン
ク依頼について ＜承認＞ 
2) 第 52回日本医学検査医学会近畿支部例会(別紙)の後援依頼
について ＜承認＞ 
 後援申請書を提出いただき後援 
（検討事項） 
1）分野長の選出について（荻野理事） ＜承認＞ 
・近臨技の学術部長と都道府県の学術部長が近臨技の研修会を

充分把握できていない為、申請ルートを見直し、今までは部長

として動いていたが今後は分野長として動く 
・京都では分野長はきめておらず、4 月末までに研究班と分野
の互換性を荻野理事につけてもらい具体的に名簿案を作りメー

ルにて伝達、班長に決めてもらう 
・京都の分野長が決定後、近臨技の分野長を選び、学術部長が

適任者を決定する 
2）内規変更について[kamt-riji:000599] (白波瀬) ＜承認＞ 
・理事・班長合同会議で指摘された内規について検討 
 イ．共催をしやすくしてほしい 
 ロ．共催なのに主従があるのか ⇒ 第７条の表現か 
 ハ．10日以内に会計報告は厳しい（他団体の会計の動きに左
右される） 
 二．広報について（他団体の広報に対して規定できるもので

はない） 
上記について検討結果見直しが必要 
共催等の会計報告を 10 日以内から 3 週間以内に変更他、変更
部分は内規コメントにて附則記載 
3）京臨技定期総会議案書原稿（小澤理事） ＜承認＞ 
 今年度は議案書の集まりが非常に良い 
 役員推薦委員の選出 
 選挙管理委員の選出は湯浅会長がまとめる 
4）私病協の検査部より技師会に要望があり ＜継続＞ 
・京臨技が実施している精度管理に肺活量の項目を入れて欲し

い。私病協でアンケートを取ることで、サーベイのレベルを決

めたいが数的にあまり取れない為、京臨技の生理研究班へ要望 
5）生涯教育の実施要領が変更 ＜承認＞ 
・4 月 1 日を基点に点数の変更になりコンピューターのソフト
の問題で現在出来ていない 
・4月 21日が日臨技の説明会ですが延期になります。各都道府
県の会長か生涯教育担当者より 5月か 6月の説明会に 1名参加 
 
３．【その他】 
○技師会の活動が見える広報へ（白波瀬） 
・技師会の活動が見える会報を作りたいので、各研究班活動な

どの情報を積極的にメールで投げてほしい 
・ホームページのリレーコラムへ投稿してください 
 
次回理事会 日程：５月 １７日（木）１８：３０ 
会場：京都保健衛生専門学校 
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平成 18年度第１２回定例理事会議事録 
 
日 時 ： 平成 19年 5月 10日（木）18:30～20:30 
場 所 ： 京都保健衛生専門学校 ２Ｆ大会議室 
議 長 ： 湯浅宗一 
議事録署名人：林 雅弘、今田尚文 
出席理事：湯浅、今井、白波瀬、荻野、石澤、小澤、今田、 

江見、大田、小原、佐々木、白井、豊山、丹羽、 
林孝俊、林雅弘、廣瀬 

出席事務局員：山方、委任状出席: 若栗、芦田、 
 
１．【報告事項】 
◎湯浅会長報告 
１）日臨技関係  
 なし 
２）近臨技関係 
・４月 28日（土）JICA研修プログラムの打ち合わせ 於：JICA
大阪 
 JICA 研修は昨年度 6 カ国でしたが、今年度よりマダガスカ
ル国が加わり 7カ国、合計 14名が研修に来られます。 
 研修期間は今年度より 6月から始まります。各府県の微生物
担当の方には、大変お世話になりましたが今年も各府県の会長
へ依頼状を出させてもらいます 
３)京臨技関係 
・４月２５日（水) 京都府医療推進協議会第 9回代表者会議 
 於：京都府医師会館 
 日本医師会より京都府医師会に要請が有りました。 
 国民医療推進協議会で 6/2, 6/3、6/9 三日間を日本の医療
を守る国民運動について。 
 ポスターが届いておりイベントに協力をお願い致します。 
 秋のイベントは昨年同様 11/10に実施予定です。 
・５月 ８日（火） 京臨技事業監査、会計監査  
 於：京都保健衛生専門学校 
・５月 ８日（火）企画調整会議 於：京都保健衛生専門学校 
 
◎理事報告 
○白波瀬副会長 
・会報（No.19） ５月１５日発行予定 
○荻野学術部長 
・平成 19年度第一回臨床化学研修会開催（4月 24日 京都保
健衛生専門学校）『腎機能検査の最近の話題 ～低分子蛋白を中
心に～』 
・京臨技 検査研究部門 分野長を選出し、近臨技学術部部長
に報告 
 6つの分野別になり、各班長に 2～3に分けて名前を登録して
もらい、残りの分野は荻野理事が兼任。 
 研修会活動を日臨技 JAMTSに登録する時には分野別ではな
く、今まで同様、研修会単位の登録になります。 
○小澤総務部長 
・日臨技 19年度第１回定期総会 京都府委任状回収 454枚 
・京臨技 19年度定期総会 委任状回収 433枚、出席 30名、合
計 463名、理事の出席を加え総会成立予定。 
・京臨技会誌ｖｏＬ33Ｎｏ2 精度管理特集号発刊遅れにとも
ない 5月行事予定配布中止しました。 
・6月行事予定は 5月 16日に総会議案書、その他配布物ととも
に全会員へ発送します。  
・京都市地域医療課より衛生検査所精度管理委員委嘱確認  
 派遣理事：佐々木由紀子 任期：180601-200531   
○江見理事 
・5月 8日現在の会員数：935名（新・再入会 51名含む） 
○豊山理事 
・5月 1日 第 42回京都病院学会実行委員会第 4回実行委員会
出席 京都府医師会館 
 
２．【議題】 
１）京臨技定期総会について ＜承認＞ 
イ）議案書：印刷所へ出稿済みです。各理事が読んで訂正があ
れば小澤までお願いします。重大な誤りがあれば対応を考えま
す。当日正誤表にて報告。 

ロ）総会プログラム確認 PM 1:00 理事集合教文センター 
ハ）事務所披露祝賀会について 
 担当理事の名前を追加、祝賀会司会を豊山理事 
 プログラム確認、アトラクション企画検討 
 記念品(お土産)企画検討：会長に挨拶文を作成してもらい、
記念品とともに当日手渡し。 
ニ）賛助会員へ再度の出席依頼の理事分担 
 理事が分担してそれぞれ電話にて出席の依頼をお願いする。 
２）19年度理事任務分担変更・確認 ＜承認＞ 
・JAMTIS担当を江見理事より丹羽理事に変更 
・医療推進協議会担当理事に江見理事、白井理事の２名担当 
・糖尿病学会担当理事に小原理事を追加にて、白波瀬副会長、
小原理事２名担当 
・北部学術発表会は学術ではなく事業部の事業のため、渉外教
育の中に一つ項目を作り担当理事を配置。今井副会長、今田理
事 ２名担当 
・事務所確保検討委員会を解散、削除 
・チーム医療担当が小原理事一名のため、丹羽理事に入っても
らう。小原理事、丹羽理事 ２名担当 
３）会計業務について ＜承認＞ 
・19年度より会計業務の実務を山方さんに委嘱します。研究班
会計担当者、行事担当者などからの会計に関する相談は山方さ
んとしてもらいたい。 
４）能登半島地震義援金募金依頼 日臨技より（会員一人あた
り 1口 100円が目安） ＜承認＞ 
・京臨技として、会員へホームページに能登半島地震義援金募
金の広報を行い集まった募金と京臨技義援金を加え日臨技へ送
金。 
・京臨技の義援金について付いては三役に一任。送金内容は広
報する 
５）研究奨励金授与の候補者推薦依頼 該当者無し ＜承認＞ 
 藤田光一郎賞  候補者推薦依頼 
 公益信託臨床検査医学研究振興基金より 推薦締め切り 6月
20日必着 
６）ホームページ掲載依頼 ＜承認＞ 
①日本臨床検査同学院 病理技術者講習、循環生理検査法講習
会 
②第 16 回組織適合性学会大会 ＨＬＡ研究所 参加資格の確
認の後、掲載 
 
次回理事会 日程：６月 14日（木）18:30 
会場：川端丸太町事務所 
 
 

＜編集後記＞ 
 

日臨技では平成１９年度事業として「臨床検
査データ共有化事業」を掲げ、３０都道府県・
９０施設を見込んで本事業の基幹施設を募り
ました。京都府から 2 つの施設（京都大学医
学部附属病院、京都府立医科大学附属病院）を
推薦し、登録されました。 
基幹施設は、標準物質を用いて自施設の標準
化対応法を校正するとともに、京都府内の各施
設にプール血清等の管理物質を用いて正確性
を伝達し継続性を確認する役目があります。 
4月 21日（土）に「臨床検査データ共有化
事業全国代表者会議」が開催されました。（会
報JAMT（平成１９年５月号）に報告あり）
検診事業に関する厚生労働省の施策も平成
２０年４月よりメタボ対策が盛り込まれるな
ど一定の方向に向かって歩み始めたこの時期
に、臨床検査データ共有化事業が進められてい
くということで、大きな波がやって来ていると
言えそうです。（白） 


